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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第64期

第３四半期
連結累計期間

第65期
第３四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2023年４月１日
至　2023年12月31日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 (百万円) 283,193 291,854 374,018

経常利益 (百万円) 4,212 7,637 5,355

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 2,842 5,108 4,262

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,827 5,202 4,215

純資産額 (百万円) 65,191 69,645 66,579

総資産額 (百万円) 164,482 157,198 145,835

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 48.52 89.20 73.00

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 39.6 44.3 45.7
 

 

回次
第64期

第３四半期
連結会計期間

第65期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

自　2023年10月１日
至　2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 35.34 18.40
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社である株式会社阪急オアシスを存続会社、同じく当社の連結

子会社であるイズミヤ株式会社を消滅会社とする吸収合併を行い、存続会社の商号をイズミヤ・阪急オアシス株式会

社に変更いたしました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①　経営成績の状況

＞連結経営成績

当社の連結経営成績は、売上高291,854百万円、収益認識に関する会計基準等による影響を除外した従前の基準

での売上高に相当する総額売上高は303,769百万円、営業利益7,938百万円、経常利益7,637百万円、親会社株主に

帰属する四半期純利益は5,108百万円となりました。

 
＞会社別の経営成績

イズミヤ・阪急オアシス株式会社と株式会社関西スーパーマーケットの経営成績については、収益認識に関する

会計基準等による影響を除外した数値を記載しております。

 
当第３四半期連結会計期間は値上げの影響による客単価上昇と客数の回復が継続し、当第３四半期連結累計期間

の既存店売上は前年を上回って推移しました。

両社ともに売上・粗利益率改善に向け、曜日販促による集客施策に加え、総菜・PB商品や重点販売商品の取り組

みを強化しました。

また、クリンリネスや衛生管理、売場の適正化など「one day リフレッシュ」を実施し、お客様視点で店舗の活

性化に取り組みました。

販売費及び一般管理費は生産性向上のため什器等の改善を実施し、要員体制の最適化徹底などにより経費コント

ロールに努めたことで、計画を下回りました。

 
イズミヤ株式会社と株式会社阪急オアシスは2023年４月に合併し、イズミヤ・阪急オアシス株式会社となりまし

た。組織・人事の一元化、営業本部機能の効率化、新MDシステムの稼働に加え、店舗タイプ別の品揃えやレイアウ

トなどの店づくりと運営の標準化をさらに推進しています。

イズミヤ・阪急オアシス株式会社の既存店売上高前年同期比は104.0％（客数101.9％、客単価102.0％）、総額

売上高202,846百万円（前期比103.1％）、営業利益4,942百万円（前期比176.8％）となりました。

 
株式会社関西スーパーマーケットの既存店売上高前年同期比は104.4％（客数100.4％、客単価104.0％）、総額

売上高100,922百万円（前期比103.3％）、営業利益3,232百万円（前期比159.2％）となりました。

 
なお、株式会社関西スーパーマーケットの経営成績は株式会社関西スーパーマーケットと株式会社ＫＳＰとの連

結数値です。

また、連結上の総額売上高及び営業利益は、上記に株式会社関西フードマーケットの販売費及び一般管理費並び

に内部取引消去等の連結修正を加えた結果です。
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②　財政状態の状況

(百万円)

 22/12末 23/3末 23/12末   22/12末 23/3末 23/12末

現金及び預金 17,934 10,480 19,341  買掛金 40,502 23,154 34,094

売掛金 15,494 13,071 13,912  借入金 10,895 10,890 11,498

棚卸資産 7,643 7,121 7,936  負債合計 99,291 79,256 87,552

流動資産合計 58,764 39,632 52,068  株主資本 65,707 67,127 70,099

固定資産合計 105,718 106,202 105,130  純資産合計 65,191 66,579 69,645

資産合計 164,482 145,835 157,198  負債純資産合計 164,482 145,835 157,198
 

 
(2) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
(3) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 
(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
(6) 設備投資の状況

当第３四半期連結累計期間に係る設備投資は、総額で3,496百万円であります。なお、その主な内容は、イズミ

ヤ・阪急オアシス建物購入であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 100,000,000

計 100,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(2024年２月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品取

引業協会名
内容

普通株式 63,858,804 63,858,804
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数
100株

計 63,858,804 63,858,804 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2023年10月１日～
2023年12月31日

― 63,858,804 ― 100 ― 100
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2023年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

   2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 6,700,800
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 57,151,900
 

571,519 ―

単元未満株式 普通株式 6,104
 

― ―

発行済株式総数 63,858,804 ― ―

総株主の議決権 ― 571,519 ―
 

(注)１．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれておりま

す。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式98株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱関西フードマーケット
兵庫県伊丹市中央
５－３－38

6,700,800 ― 6,700,800 10.49

計 ― 6,700,800 ― 6,700,800 10.49
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2023年10月１日から2023年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 10,480 19,341

  売掛金 13,071 13,912

  商品及び製品 6,997 7,785

  原材料及び貯蔵品 123 150

  短期貸付金 1,325 2,786

  未収入金 6,090 6,689

  その他 1,729 1,684

  貸倒引当金 △186 △282

  流動資産合計 39,632 52,068

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 31,136 30,931

   機械装置及び運搬具（純額） 1,091 1,229

   土地 42,830 42,540

   建設仮勘定 － 21

   その他（純額） 3,683 3,681

   有形固定資産合計 78,742 78,405

  無形固定資産   

   のれん 1,690 1,310

   その他 1,476 1,082

   無形固定資産合計 3,167 2,392

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,226 1,418

   長期貸付金 2,981 2,849

   差入保証金 12,587 12,030

   退職給付に係る資産 834 930

   繰延税金資産 6,117 6,564

   その他 550 540

   貸倒引当金 △3 △2

   投資その他の資産合計 24,293 24,332

  固定資産合計 106,202 105,130

 資産合計 145,835 157,198
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 23,154 34,094

  短期借入金 9,781 10,506

  １年内返済予定の長期借入金 136 136

  未払金 6,429 6,813

  リース債務 822 721

  未払法人税等 741 479

  前受金 1,516 1,609

  賞与引当金 1,183 850

  人事制度改編費用引当金 682 －

  店舗等閉鎖損失引当金 45 －

  その他 10,925 9,008

  流動負債合計 55,418 64,219

 固定負債   

  長期借入金 972 855

  リース債務 9,546 9,015

  繰延税金負債 2,699 2,965

  役員退職慰労引当金 85 77

  長期預り保証金 3,828 3,838

  退職給付に係る負債 4,246 4,170

  資産除去債務 2,193 2,209

  その他 264 200

  固定負債合計 23,837 23,333

 負債合計 79,256 87,552

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100 100

  資本剰余金 63,373 62,796

  利益剰余金 12,628 17,278

  自己株式 △8,973 △10,076

  株主資本合計 67,127 70,099

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 39 170

  土地再評価差額金 △479 △479

  退職給付に係る調整累計額 △107 △144

  その他の包括利益累計額合計 △548 △453

 純資産合計 66,579 69,645

負債純資産合計 145,835 157,198
 

EDINET提出書類

株式会社関西フードマーケット(E03184)

四半期報告書

 9/16



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 283,193 291,854

売上原価 195,850 201,160

売上総利益 87,343 90,693

販売費及び一般管理費 82,743 82,755

営業利益 4,599 7,938

営業外収益   

 受取利息 18 18

 受取配当金 23 23

 リサイクル材売却益 51 55

 その他 212 196

 営業外収益合計 305 294

営業外費用   

 支払利息 243 231

 グループ運営負担金 298 308

 その他 150 55

 営業外費用合計 692 595

経常利益 4,212 7,637

特別利益   

 固定資産売却益 14 257

 特別利益合計 14 257

特別損失   

 ソフトウエア契約解約損 - 1,250

 減損損失 - 487

 店舗等閉鎖損失 24 65

 固定資産除売却損 63 56

 特別損失合計 87 1,860

税金等調整前四半期純利益 4,139 6,034

法人税、住民税及び事業税 845 1,148

法人税等調整額 452 △221

法人税等合計 1,297 926

四半期純利益 2,842 5,108

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,842 5,108
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益 2,842 5,108

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 6 131

 退職給付に係る調整額 △21 △36

 その他の包括利益合計 △15 94

四半期包括利益 2,827 5,202

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,827 5,202

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であったイズミヤ株式会社は、同じく当社の連結子会社で

ある株式会社阪急オアシスを存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 
(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年12月31日)

減価償却費 3,541百万円 3,338百万円

のれんの償却額 380百万円 380百万円
 

 
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年12月31日)

１．配当金支払額
 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月21日
定時株主総会

普通株式 589 10 2022年３月31日 2022年６月22日
その他資本
剰余金

2022年11月１日
取締役会

普通株式 467 8 2022年９月30日 2022年11月30日
その他資本
剰余金

 

(注) 2022年６月21日定時株主総会決議の１株当たり配当額には、特別配当２円が含まれております。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

 
当第３四半期連結累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年12月31日)

１．配当金支払額
 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月20日
定時株主総会

普通株式 577 10 2023年３月31日 2023年６月21日
その他資本
剰余金

2023年11月１日
取締役会

普通株式 457 8 2023年９月30日 2023年11月30日 利益剰余金
 

(注) 2023年６月20日定時株主総会決議の１株当たり配当額には、特別配当２円が含まれております。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】
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当社グループの事業は、商品の種類、性質、配送及び販売方法等の類似性から判断して、スーパーマーケット

等による商品販売及びその付随業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益及びその他の収益は、以下のとおりであります。

なお、その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸収入等であります。

(単位：百万円)   

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年12月31日)

顧客との契約から生じる収益 289,554 298,979

その他の収益 4,871 4,789

総額売上高　(注)１ 294,425 303,769

組替額　(注)２ △11,231 △11,915

売上高 283,193 291,854
 

(注)１．2022年３月期第１四半期連結会計期間の期首より適用した「収益認識に関する会計基準」等による影響を除

外した従前の基準での売上高を「総額売上高」として記載しております。

   ２．上記の「総額売上高」を、「収益認識に関する会計基準」等による影響を反映した「売上高」に組み替えて

おります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
至　2023年12月31日)

１株当たり四半期純利益  48円52銭 89円20銭

(算定上の基礎)    

親会社株主に帰属する四半期純利益 (百万円) 2,842 5,108

普通株主に帰属しない金額 (百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益

(百万円) 2,842 5,108

普通株式の期中平均株式数 (千株) 58,578 57,265
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【その他】

第65期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）中間配当については、2023年11月１日開催の取締役会におい

て、2023年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いた

しました。

①配当金の総額                                  457百万円

②１株当たりの金額                               ８円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日     2023年11月30日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年２月８日

株式会社関西フードマーケット

取締役会　御中

 
有限責任 あずさ監査法人

 

大阪事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 成　　本　　　弘　　治
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 城　　戸　　　達　　哉
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 玉　　垣　　奈　津　子
 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社関西

フードマーケットの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１

日から2023年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社関西フードマーケット及び連結子会社の2023年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。
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四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 
・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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